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トーク

くくコンピュータがひらく自立支援>>
元気が出るコンピュータの話

日時 1994年4月3日 (日)pMl:30-4･00

場所 朝日カルチャーセンター

(大阪市北区中之島3-2-4 朝日新聞社ビル13F)

内容 1:30-2:40 1部 太田氏とプロップ ･ステーション代表竹中ナミの トーク

3:00-4:00 2部 障害を持つ人を交えての公開質問会

主催 プロップ ･ステーション

後援 朝日新聞大阪厚生文化事業団

1994年4月3日 (日)､朝日新聞社ビル13F｢朝日カルチャーセンター｣において､川崎医療福祉大学教授

｢太田茂先生｣をお迎えして､今回のイベントを開催いたしました｡当日は､スタッフを入れて約100名の

参加者があり､立ち見も出るほどの盛況ぶりでした｡コンピュータが障害を持つ人達の自立にどのように

活用できるか､′また､これからのコンピュータが真の自立支援機器としてどのように発達していくことが

望ましいのか∴萎れを推進するために､障害を持つ人自身と社会が､とのように意識変革を遂げていくこ

とが必要なの嘉ゝ ･- .ハイ≠ク機器による福祉支援活動のオーソリティである太田先生を交えて､参加

者の皆きんと共に､これらの問題を考えました｡

研究会代表

身｡1965年､京都大学工学部

主としてソフト

持つこと､

よ

自らがポリオ後遺症から

長男が重度の聴覚障害児

どから､1985年 ｢ェレク､トロニクス

を障害者の福音とするために｣を僧条とする市民

団体 ｢福祉システム研究会｣を設立｡福祉機器の

開発や教育活動を進めるかたわら､行政機関に働

きかけ､1990年には､通産省の ｢情報処理機器ア

クセシビリティ指針｣.を実現させた｡1991年4月

からは､ハイテク福祉分野の知識をかわれ､川崎

医療福祉大学教授に転身｡ ｢障害者の可能性を広

げるコンピュータ｣｢困った時のエレクトロニク

ス｣｢暮らしが変わるハイテク機器｣(以上､中

央法規出版)､ ｢ADAの衝撃｣(学苑社)など

の著書がある｡
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第一部 :トーク
太田 茂 .先生 (川崎医療福祉大学教授)

竹中 ナミ (プロップ ･ステーション代表)

竹 中 (以下竹 ) 本 日は皆様お忙 しいところ､

多 くの方 ､々にお集まり頂きあ りがとうございま

す｡本 日め講師､大田先生と私たちプロップの出

会いは､､2月｡四国で開催 された ｢全国ボラン

ティア研究集会｣でした｡その時､これからのプ

ロップの活動に知恵を碧 して頂きたい､アドバイ

スを頂きたい方だと思い､きっそく今回のイベン

トへのご協力を先生にお願いしたところ､ご講演

を快諾 して頂き､今 日の会が実現の運びとなりま

した｡太田先生は､川崎医療福祉大学医療技術学

部の教授として大活躍されていますが､富士通で

長い間開発をされていたという経緯もあり､コン

ピュータに関 しては疎い造詣がおありになりま

す｡また､市民団体福祉システム研究会の代表と

して､ハイテクの福祉的活用の研究 ･実践分野に

○走査型入力装置 【

(スキャンニング ･インプット方式)

脳性麻痔等､障害の重い人がパソコンに入力

するための装置｡画面の右側にキーボー ドに対

応 した表示板のようなものがあ り､入力 したい

文字が光ったらボタンを押 して文章を書 く｡1つ

のボタンで全ての文字を入力できるが､1文字の

ために全てをスキャンするので､入力には大変

時間がかかる｡入力時間を短縮するため､多少

の工夫がされている｡

おいては日本のオ｢ソリティでいらっ

す｡対談に先立ち､まず太田先生からスライドで

"様々なコミュニケーション支援機器"の紹介及

びそれをどう活用 して苗 ナばよいかというお話を

して頂きましょう｡

尚､本 日この会のために手話グループ "つく

し"のみなさんと､大阪府難聴者協会の要約筆記

の方々にお手伝い頂いております｡また､記録ビ

デオなどもボランティアの方に掃って頂いており

ますので､ご紹介 しておきます｡では､太田先生

お敵いいたしますO

太 甲先生 (以下太) ｢コミュ羊ケ｢ション支

援機器｣と言うと難 しく聞こえますが､簡単に言

いますと､いろんなコンピュータをコミュニケー

ションの道具に使おうということなのです｡

○ ピンディスプレイ

全盲の人用ゼ ンディスプレイの一種｡通常､ピ

ンディスプレイは20-40万円だが､写真のもめは

120万円ぐらい｡キーボー ドよりもはるかに大き

いサイズ (日本 にもピンディスプレイ対応の

ATM (現金自動支払機)が10台 くらJいあるらし

い)0

画面表示に合わせてピンが点字として現れ､視

覚障害者が指先で読み取-るLo-

ー5-



ピュークがひらく自立支援>>

∈)読苦器 (KURZWEル社製)

写真に示 したものは新型の読書器｡スチ ャナの

下に本体が入っており､非常にコンパグトト三なら

ている.写真のように本を挟むと､きれ叫 こ読ん

でくれるという装置｡英語だと99%以上め確率で

読み間違いがなく､実用上､全く問題は.ない｡価

格も$5,000くらい (約50万円)まで下がらてきiL

いろ｡日本では国産のものはなく､また漢字が混

じると精度も95%くらい｡

○視覚 ･聴覚複合障害者用コミュニケーショ

ンツール

側はピンデイスプ

ドになっており､
ケ-ション用｡

電動タイプライタ二に音響*'プラ (盲デム)が

ついた､聴覚障害者のためのシステム｡アメリカ

では､ADA法により電話局はTDDの中継を義務

づけられたので､現在はより使いやすいものと

なっている｡ (ADA法 :障害を持つアメリカ人

漢)

OULACS

(Ultra Loca一 Area Canvasation

System :超近距社用会話装置)

過

-ドを使って文字による会話 (パソコン

うチャット)の練習を行うためのパソコ

㌢Y接続器.この機械に8台までパソコンをつなぐ

ことができる｡コードの長さ (25m)に制限があ

るため､これ以上離れでの会話はできない｡

(太田先生自身が製作された宰援機器)

中途失聴者の会合で使用 しているところ (写真

左手前が太田先生)

I61
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をクリアしていかなければシ､けないか､というお

話をまず伺ってみたV=_､と思います｡スライドの中

でADA法に?_いて少 し触れられましたが､日本

におけるハイテク機帯の福祉的基準として通産省

のアクセシビリティ滞針があり｢ますが､この指針

は先生の案を基に制定されたと伺っています｡ア

メリカの法律と日本の指針との一番大きな違いは

何なのでしょうか?

太 =日本のはあくまで指針｡企幕に対する努力

目標でしかなく､強制力がほとんどないものと

なっています｡

竹 逆に言うとアメリカの法律は強制力がある

ということですね｡

太 連邦法といいますが､アメリカは合衆国と

いうことで､53州が集まって国を形成 していま

す｡個々の州というのは独立した国みたVTlなもの

で､ほとんどの国民に関係する法律は､大半は州

が持っており､連邦政府は防衛､外交等対外的な

責任を担当しています｡しかもstatet(州)-の力が

強いので､連邦政府がいちいち全部の州に命令す

ることはできません｡アメリカにおいて､障害者

の人権保障についてのエポックと呼下るのはのは

リハビリテーション法だと思いますが､このリハ

ビリテーション法という法律は連邦法ですので､

連邦政府の種々の機関 (連邦政府の役所あるいは

連邦政府から補申金をもらっていろ所など)は連

邦法を守らないといけなし,モのですが､一州政府とか

民間企業は法律の拘束を受けをY､のです｡,.)ハビ

リテーション法は汝律です声㍉ そう,_vllう意味で

は､対象と守る人数はわ･ずかき ものでした. しか

し章 甲嘩律が全米に与えた影響は非常に大きな

ものです｡

竹 日本のアクセシビリティ蘭 針について､羊

ういうものをつくらなければいけないと思われた

きっかけは何だったのですか?

太 それはやはりリハビリテーション法598粂と

その指針です｡こういうのをぜひ日本に持ち込み

たいと思いました｡そうしたら､わりに通産省が

協力的で､比較的短期間に成立してしまったんで

す｡

竹 ということは日本の場合､コンピュータな

どハイテク機器が障害を持つ人に使いやすいよう

改造されていくには通産省が動かないといけない

のですか｡

太 ほんとは厚生省､労働省も関係すると思い

ますが､たまたま私が富士通というコンピュータ

○連記用タイプライター

アメリカの裁判所､議会等で使用されている特

殊なタイプライター｡入力は､話ことばに1ワー

ド (請)ぐらいしか遅れないで､ついていくこと

が可能 (ほとんどリアルタイム)で､プロジェク

ターに投影されるO言葉抜けもない.記録者は2

時間毎の交代で済み､長時間の会読も少人数で対

応できる｡要約筆記だと約10分毎に交代 しなけれ

ばならず､疲労度にもかなりの差がある｡ただし

日本語の場合､漢字かな変換の問題等があり､入

力スピードは英語等に比べてはるかに遅いと思わ

れるが､筆記者の労力という点において､将来は

要約筆記に変わって普及する可能性が大きい｡

太 コンゼユ-タを使えば､いろんなコミ3:ニ

ケ-ションができるOコンピュータはそのた吟の

道具となって挙り､既亘多くのも碩 奉る､とい
うことをご紹介 しました｡～(編集部注 :会場では

約30種類の機器が紹介され軍したが､紙面の都合

で抜粋_してご紹介しま.Lた)

竹 支援機器についての大変貴重なお話でし

た｡さて､スライドを拝見 して感じたことは､ほ

とんどが外国製ということなんですが｡

太 そうですね｡日本でも様々なサポート機器

がありますが､研究は欧米に比べ遅れています｡

しかしアメリカでも､サポー ト装置が付いた時に

は､そのマシンはすでに過去のもの ･･･といっ

たような悩みが実はあります｡最先端の機器を障

害者が使いこなせる状況は先進国でも､なかなか

ありません｡

竹 今後､日本で支援機器を広めていくにあ

たってアメリカとの違い､日本がどういうところ

-7-



タがひらく自立支援>>

重点が置かれています｡この2分野については､

各社ともかなり努力 しておられると思いますo

竹 -4年前にできた指針の見直しの予定などはあ

りますか?

太 昨年度､既に見直し作業を行いましたo改

定版の案を公表 して意見を聞きたいと思っていま

す煎 ､改善してほしいと思っている人は､改定

版を見て意見を出してくだされ 改定版は通産琴

に連絡すれば見せてもらえると即 ､草すo (連絡

先 :通商雇 某省機械情報産業局電子機器課

TEL.03_3501_1511(内如 341)I FAX.03-3580'

6073)

竹 こういった所に提案するにしろ､これから

はコンビュ-?を使う障害者が増えていかなけれ
ばいけないO消費者としての前向きな姿勢が大町

じゃないかと思います｡買う前から文句だけ言 う

のではなく､買って使ってみて､それから具体的

な意見が出るのではないかと思うんですが､この

点はどのように思われますか?

太 メーカーを敵と思わず､味方として巻き込

んでいくような活動れ て欲 しいですねo開弟を

担当する技術屋さんとも意見交換できるような障

害者ユーザーを育てるプロップであ-て欲 しいと
思いますo

竹 私日射 メ:iiヵ-の偶発れ ている人とお

話する機会が多いのですが､この分野を担当 して

いる人達は皆さん非常に熱心なんですOでもサ

ポート機器を一つ開発するのに何百万､時には何

千万円もかかる｡ユザ 一個人に負担できる金額

ではないので､モニターとして使ってもらう孝､

返ってくる答は悪口ばかりで非常にむなしい､

再 瀞 を開いた事が_あります｡

太J_Liっ恥 のを作為という卯 非常にお金がか

かや?笹 ､日本では開発費に見合った需要が卑
込めない現状なので､開発も遅れているのではな

いかと思います｡バブルのはじけた現状で､企葬

の社会貢献活動としてサポー ト機器開発を望むの

は難 しい｡行政的バックアップが必要ですが､こ

れも障害を持つエンドユーザーの声や､世諭の商

まりがないと実現は難 しいでしょう｡

竹 パソコンが欲 しい､欲 しいと言っているだ

けではダメ.実際に買って使って､そ して3-′

ザ-としての声を機器に反映させることが必襲 l･

ということで第1部は終了したいと思いますO木

田先生､ありがとうございました｡

会社に勤めでおりJ通産省と関係が深かったこと

からお呼びがかか去たのです.物を作るという部

分では､蝉は り企業の所轄官庁は通産省ですか

ら･･･でも本当は全での関係省庁が連携 して動

いて初めて､指針の効力が発揮されると思いま

す｡

竹 企業がこういったサポー ト機器を作ってい

くためには､やはり通産省から (強制力はまだな

いけれども)指針が出るということは非常た大事

であろうと?

太 まあ､法律になればもっと良いのでしょう

が､白本で法律を作るということは大変難 しいの

です｡アメリカはある意味で日本より法律を作る

のが簡単､というと怒られますけど､一般人から

盛 り上がって作るという感 じです｡日本ではたい

ていの法律は､官僚が細部まで予算から人員配置

がらみんな検討 して作るんで､1つの法律を作る

のに最低10年ぐらいかかります｡まあそうでない

法律もありますが｡時間がかかるから早めにやる

方がいいんではないかという気持ちがあり､また

ある意味では安協 した訳です-.

竹 まず第1歩として指針を作る､ということ

だったんですね｡で､アクセシビリティ指針が通

産省から出されて､企業の反応みたいなものはい

かがでしたか?

太 そうですね｡通産省の指針作 りの実作業は

(社)日本電子工業振興協会 (略称 :電子協)と

いう団体が行っていて､私もメンバーの一人なん

ですが､電子協はデーターショウというコン

ピュータの展示会を毎年開催 しており､4年前か

らはアクセシビリティコーナーというのを設けて

います｡その後､アクセシビリティ推進室という

専門セクションを作って取 り綻んでいる企菓 (El

立)もありますし､IBMはSNS推進室というセク

ションを作って､ この分野に取り組んでいます｡

日本電気や富士通もいろいろアクセシビリティ機

器を伴っていますよ｡この4企業については指針

ができたことによっていろいろ動きがあったよう

に思います｡4社が多いか少ないかは解釈による

ところですが､指針の効果はあったと思っていま

す｡

竹 指針を尊重する立場で､4社はアクセシビリ

ティ機器の開発に取 り組んでいるわけですね｡こ

の4社の開発の方向性などは､先生もご存 じなの

でしょうか｡

太 指針の性格上､視覚障害者と上肢障害者に
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第三部 :公開質問会
パネラー 太田 茂 先生 (川崎医療福祉大学教授)

繋 周作 氏 (真土通BSC:CPによる上肢言語障害)

坂上 正司 (プロップ .ステーション役員 :頚髄損傷による上下肢障害)

桜井 龍一郎 (FLANKER編集長 :頚髄損傷による上下肢障害)

亀山 英昭 (プロップ視覚障害部バンガー ド代表 :視覚障害)

司会 竹中 ナミ (プロップ ･ステーション代表)

竹 それでは､これから第2部の公開質問会に移

ります｡最初に岡山｣からお越･しの岡山総合福祉専

門学校の職員の方からの質問です｡この学校では

介護福祉の専門コースで､これからコンピュータ

を導入 していかれるそうですが､介護福祉士とし

てのコンピュータ支援を､どのように考えたら良

いでしょうか?

太 ちょっと極端な言い方ですが ｢コンピュー

タでできる事とコンビュ一､夕ですべき事は違う｣

というのが私の持論なんです｡言葉が書けない､

しゃべれない人の場合､コンピュータでコミニュ

ケ-ションするのも重要だと思うんですが､コン

ピュータ教育の手順から言うと､事務処理のよう

に､まず､.コンピュータでなければできない事を

先に覚えてほしいと思います｡ただ､学校に教え

る人がいるかどうかという問題がありますが｡

坂上 (J2?下坂) 質問の主旨に合う矛 どうか分

からないですが､障害を持つ人がコンゼユ｢タを

選ぶ時にアドバイスできるような立場の人があま

りいませ4'｡そういう事考教えられるような人

が､介護福祉士に限り_享せんが､一福祉分野から出

てきてもらえたら良いな､と思います｡

竹 障害者と接する人の中から､コンピュータ

の指導やアドバイスのできる人が育っていってほ

しい､という事ですね｡

竹 次の質問は､企業のSE(システム ･エンジ

ニア)で開発を担当している方からです6開発す

る側とユーザとのニーズのすり合わせが重要だと

思いますが､自分連が開発者としてどんな事を

やっていけばいいのでしょうか?

亀 山 (以下亀) 開発段階で､ということでレし

たら､ぜひユーザの意見を取 り入れて頂きたいで

すね｡僕自身 (ちなみに僕は全盲です)がフリー

でプログラマーをしていて､毎日コンピュータを

触っています｡で､システムの専門家とのお付き

合いも多いのですが､開発する側の人間同士とし

て ｢こんなものも作れるのじゃないか｣｢こんな

ものがあったら良いのにね｣なんていう会話を

しょっちゅう交わします｡技術的なことというの

は､資金的卑ことがどうにかなればクリアできま

すが､むしろソフトを作る側と使う,JRIJのコミュニ

ケ-シ_ヨンがあれば､ もっと開発が進むの

に- 一･七 凱 モます.開発者の皆さんに､こうい

う∴会合にいちして頂 くのも重要ですし､ニーズを

受け止められる窓口を開発企業に置いてもらえる

と嬉しいなと思います｡行政には､サポート機器

を開発する企業と､サポート機器の必要なユーザ

に対 しても､もっと補助を考えて頂けたらなあ､

と思っています｡

繁 氏 (以下繁) 開発者が､どうやって障害者

とコミュニケーションをとればいいかということ

なんですが､今言われたように､こういう会に参

加するのも一つの方法ですが､最近はパソ守ン通

信という便利なものがあります｡ここの プロ'y

プ ･ステーションにもネットワークがあ

し､PC-VANやNifty-Serveなどの大きいネ

中にも障害者のグループがあるので､そうvJ､うと-

ころへアクセスして頂いたら､盤の斉を闇卓志と
ができると思います｡ .､
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